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東日本旅客鉄道が 1973（昭和 48）年 4 月 1 日に開業した JR 武蔵野線の駅を誘致する時に
も駅舎設置の反対運動が起きた。新座駅周辺の再開発が動き始めたのが 2002（平成 14）年
なので、駅開業から約 30 年かかった。 























10馬力 50馬力 100馬力 500馬力 合計枚数 合計金額（円）
2012年度 発行枚数 3,343 3,474 9,135 0 15,952 1,120,630
換金枚数 1,969 1,717 4,363 0 8,049 541,840
換金率（％） 59 49 48 0 48 48
2013年度 発行枚数 5,794 1,698 7,418 543 15,453 1,156,140
換金枚数 3,031 689 3,485 170 7,375 498,260
換金率（％） 52 41 47 31 43 43
2014年度 発行枚数 6,706 1,372 9,819 682 18,579 1,458,560
換金枚数 2,961 650 5,043 400 9,054 766,410














活動している。アトムにちなんで単位は馬力であり、1 馬力が 1 円に相当する。種類は 10、
50、100、500 馬力の 4 種類となっている。商店街やボランティアグループが企画するイベ
ントを通して配布され、受け取った人は使用可能な商店などで現金と同様に使うことがで
きる。2004 年 4 月から始まり 2009 年には全国展開した。現在は手塚プロダクション内の
本部と 8 つの支部で構成されており、全国で 2000 万馬力が流通している。 


































 地域通貨は 2000 年頃から急速に地方自治体に広がった当初、地域経済やコミュニティを
活性化させる切り札として導入した自治体は多く、最盛期には 500 を超える地域通貨が生
まれたが、現在では自治体単体で継続的に流通させるところは極めて少なくなった。 



























 新座市のアトム通貨の現状を知り、更なる活用を促進し、これからの地域通貨の役割  
を考えるため。 
②調査対象、調査方法及び調査項目 
 調査対象は新座市近隣に在住する市民である。調査方法は 2014 年 10～2015 年 9 月にア










っていると回答した人が 152 名で 61％となってお
り、予想以上に認知度が高いという印象である。 
ではアトム通貨をどこで知ったのであろうか？






























































































































































































































































































それは図 3-1 のように人と人を「縁」でつなぐ媒体となる。 
 
終章 人間関係の豊かな新座を目指して 








「アトム通貨」は第 2 章で「まちの潤滑油」、第 3 章で「人と人とを縁でつなぐ媒体」と
表現した。「アトム通貨」にコミュニティが期待するところは大きい。その効果を裏付ける
ものとして、新座市地域支え合い事業（有償ボランティア制度）への活用がある。支え合い










提言 1  「人間関係豊かなまち」を目指すべく、地域支え合い運動の拡大を図る 




提言 3   市民の企画・参画事業である「野火止用水灯明まつり」の拡大・定着を図る 
学校や地元企業への参加も促し、市全体でのまつりに組織化を図る 
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